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あらまし：本稿は，来年度 4月に大学院修士課程へ進学予定の留学生を対象に，初心者向けプログラミン
グ教育を用いて行った．入学前教育の一環として，プログラミングの基礎を学び，大学院入学後には円滑

に教材開発ができるようにすることを目的としている．本稿では，Zoomを用いたリアルタイム形式の遠

隔授業を 90 分間，週１回のペースで，約 2 ケ月間の予定で，現在実施している「授業実践」の概要を紹
介し，その授業実践で活用する「Scratch学習辞書」について述べる． 
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1. 研究背景 
本研究は入学前教育の一環として，Scratchを利用

した遠隔授業の可能性を模索する．Scratchは，当初，
子供に向けのプログラミング学習項目として開発さ

れたが，使いやすさや，開発コミュニティや拡張コ

ンテンツなどの面が充実しているため，大学のプロ

グラミング教育も使用された．イタリアのカターニ

ア大学のDaniela Giordanoと Francesco Maioranaはフ
ローチャートと BYOB（Scratchから派生したビジュ
アルプログラミング言語の一種）をプログラミング

デザイン入門の授業中に使用し，そして情報専門の

学生たちのエラー数とプログラムの作成する時間を

測定し，統計的な差が見られなかった（1）．トルコの

メフメットアキフエルソイ大学の Osman Erol と同
じくトルコのアナドル大学の Adile Aşkım Kurt は
Scratch（ビジュアルプログラミング言語）を利用し
たプログラミング授業と C#（コードベースプログラ
ミング言語）を利用したプログラミング授業による

情報専門の学生の動機づけとプログラミング成果に

及ぼす影響を研究した．その結果，プロセス全体の

終わりに C#グループと Scratch グループの両方のプ
ログラミング達成スコアが増加することを明らかに

した（2）．このように，Scratchは初心者向プログラミ
ング言語としては他の言語と等しく有用である． 
だが，Univérsidad Réy Juan Carlos の José Alfrédo 

Martí néz-Valdés，J. A ngél Véla zquéz-Iturbidé，Raquél 
Hijo n-Néiraは大学生 1年生の computer science1授業
報告の中に指摘されたように，Scratch最初は子供向
けのプログラミング入門言語として開発されるため，

子供向けの言語あるいはおもちゃと学習者に認識さ

れると年齢が高い学習者にはマイナスな影響が与え

る可能性が存在する．また，指導案を構成する時に，

学習者に明白な目標と自身の専門との関連性を示さ

ないと，学習者は Scratchを学習するための有用性を

見出すことをできず，反感を持つ可能性もある（3）．  
Computational Thinking（CT）は 2006 年 Jeannette 

Wing が発表したエッセイから重視され始めた．この
エッセイは，コンピューター科学者だけでなく，す

べての人にとってコンピューター的思考が基本的な

スキルであることを示唆し，コンピューター的アイ

デアを学校の他の科目に統合することの重要性を主

張しました．CT を定義する特性は，分解，パターン
認識/データ表現，一般化/抽象化，アルゴリズムで
す．問題を分解し，データ表現を使用して関連する

変数を識別し，アルゴリズムを作成することにより，

一般的な解決策が得られます．一般的な解決策は，

初期の問題の多数のバリエーションを解決するため

に使用できる一般化または抽象化です（4）． CT の獲
得は現在世界中で始まった子供プログラミング教育

として育成目的の一つでもある．Scratchの学習を通
じて CT 育成することができることも Maria José 
Marcelino, Teresa Pessoa, Celeste Vieira, Tatiana 
Salvador, António José Mendesの Scratchを利用した
小学生教師への遠隔プログラミング授業結果の分析

報告（5）や LeChen Zhang, Jalal Nouriの Scratchを学習
言語として利用した 55 例世界各国のプログラミン
グ授業のデータ分析結果（6）から示されている． 
 プログラミング能力を獲得するには CT 能力を身
につけることが必須で，長期の実践的トレーニング

が必要です． 優れたプログラマーになるための最も
重要なことでもある．これを会得するには，大量な

練習や問題の観察，分析，比較，要約を繰り返す必

要があります． 
 遠隔授業は対面授業と違い，指導者は全員の進み

具合やつまずきを認識するのは難しい，同時に多人

数の対応も対面授業より遅い．このため，学習者に

はより高い学習能力が求められる． 
2. Scratch学習辞書 
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Scratch 学習辞書の特徴は，プログラミング学習過程

の中で，自主的学習の重要性を考慮し，遠隔授業で自主

的に問題解決できるようにする．さらに，CTが提唱され

た特性のパターン認識/データ表現，一般化/抽象化の考

え方を学べるように配慮したことである． 

この辞書は２つの部分で構成されている．第一部

分は Scratch の中にある最小の構成単位ブロックの
説明，第二部分はブロックを使用した動きの実例で

ある． 
第一部分のブロックの説明は，ブロックの動作，

ブロックの図，プログラミング専門用語，ブロック

機能説明，ブロックの変更できる部分が何を影響す

るかの説明，このブロックを使用した関連する実例

のリンクによって構成される． 
第二部分の実用例は，機能の名前，ブロックの組

み合わせ，各ブロックの役割説明，実行された効果，

関連するブロックの逆引きによって構成される．こ

の部分は学習者が学習の中で，自分で見つけたブロ

ックの組み合わせも追加できるようになっている． 
3. 授業計画 
授業実践の対象は2021年4月から愛知教育大学大

学院修士課程に入学する中国語留学生の 2 名である．
この 2 人は過去にプログラミングの経験がない．

Scratch も初めて使用するプログラミング初心者で

ある．2 名は大学で言語学を専攻としている，大学
院入ってからは言語教育を研究対象とする予定であ

る．先行研究（3）を参考にして，Scratch を教える実
践授業を行った．2 人の今後の研究に役に立つよう
に，Scratchを利用した音声とアニメション，構成さ
れた物語と自動採点テストの作り方とプログラミン

グ基本知識の習得を目的として設計した．授業の担

当は筆者となる． 
授業は 1回 90分間，全部 8回の授業として構成し，

授業は全部 Zoom を利用したオンライン授業となる．

使用する教材は筆者が作成したレジメと Scratch 学
習辞書である． 
具体的な授業内容として，第 1 回目は授業内容と

目的の説明，Code of hour の古典的迷路練習問題でプ
ログラミング体験，Scratchの基本紹介，二人現在の
CT を測定する．第 2 回目は Scratchのペイント機能
を利用した図形の生成であり，繰り返すに関する練

習と歩くアニメションで条件に関する練習を行うこ

とでプログラミングの基本構造を学習する．第 3 回
目は物語の作成を通じて動きのブロック，見た目ブ

ロック，コスチュームと背景の変更，音ブロックな

ど Scratchの基本ブロックを紹介しながら，物語の 1
シーンを完成させる．その後，物語を作成するため

の時間軸やブロック定義を紹介し，前のプログラム

を改良する．第 3 回目の最後は 2 回目の CT を測定
する．第 4 回目は変数ブロック，演算ブロックを説
明し，選択問題や文字問題の採点問題を作り，学習

する．第 5 回目は二人に自分が将来言語を教える授
業をする時と想定し，手伝いながら自分で一つの実

用プログラムを作成する．全部の授業が終了した後

3 回目の CT を測定する． 
4. 測定方法 
今回はMaria José Marcelino, Teresa Pessoa, Celeste 

Vieira, Tatiana Salvador, António José Mendes が小学
校教員のプログラミング遠隔授業（5）を使用した

Dr.Scratch（7）とイギリスの BBC で公開された KS3
コ ー ス の Computer Science の Introduction to 
Computational Thinking 部分のテスト（8）を使用する．

この 2 つの結果を分析し，学習者のプログラミング
能力と Computational Thinking 能力の変化を確認す
ることで辞書の有用性を確認する．現在（原稿執筆

時点），第 1 回目の授業が終了している状態である． 
5. まとめ 
 Scratch 学習辞書はプログラミングの遠隔授業の時，

学習者のつまづきを自分で解決できるように手助けをす

る．さらに実用な例を蓄えることで，CTで求められてい

る分解，パターン認識/データ表現，一般化/抽象化を練

習にもなれる．今回使用する辞書は初期バージョンは

excel を利用した初心者向簡易辞書，実用例も少ない．

今後はより使いやすいようにフリーウィキペディアをベ

ースしたオンラインやオフラインバージョンの開発や実

用例を追加する予定である． 
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